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　２００９年８月８日、丸加山高原は今年一番の暑さ。空は澄み、心地良い風が吹いた北の夏だった。森の中で

木を切る子供、これを組み立てる仲間。丘を駆け上る子供。それを追う仲間達。歓声、笑い声、叫ぶ声が山の頂

きに広がっていた。長崎から、関西から、関東からは１０名の小児ガンの子ども達、総勢１９名がお医者さんや看

護師さんに守られ、沢山のボランテイアに支えられ「明日はグライダーに乗るんだ」と本当に夢だった野山で

遊ぶ体験の３泊４日を過ごしていた。

　小児ガンや心臓疾患など難病と闘っている子どもたちが、全国に２０万人がいると言う（2006年）。その子

供達は、毎日の治療や体調の急変に備えるため、家族と共に病院と家庭のみの生活を余儀なくされていること

が多いと言われる。彼らにとって青空や風の中でゆったりと過ごすことは夢でしかない。そんな夢を実現する

ためにお医者さんや看護師さんが付添う中で、家族や仲間と共にその子供達が大空の下で、或いは雪山の中

で走りまわることが出来ればと、既に開設していたアメリカのコネッチカット州ニューヘブンを、日本の専門医等

が視察をした。「日本にもキャンプを作り、病魔で希望や夢を持てない子供達に生きるたしかさを感じさせよ

う」と適地の検討から、滝川市丸加山に設置が決まり、日本小児ガン学会等が中心となって動き始めたもので

あった。丸加山は標高２８６メートル。裾野に広大な草原があり、西に暑寒や増毛連峰、東に十勝岳大雪の山並

みが見え、眼下に石狩平野から空知野の広がりが一望され、春には菜の花が真黄色なジュータンを敷き、秋に

はコスモスが風にそよぎ、牛や馬、羊が放牧されているのどかな高原である。子供はこのキャンプで、グライダ

ーに乗って大空から地上を走る車や、歩く人を目で追い、乗馬の体験でドキドキ感を味わい、羊に触れ、輝く太

陽の光と風を感じる夢の体験をするのである。「来年も来たい！」これは体験した子供達の真実で正直な願い

である。このキャンプは心ある多くの人達の善意によって作られ運営されている。これには公的な資金や補助

はない。全てが寄附とボランテイアで支えられているのである。　

　この日のキャンプは今年になって３回目の３泊４日。小児ガンの子供達の為のキャンプで、日本・アジアで唯一

のこのキャンプに全国から集まったものだった。

　自分の力だけでは生きてゆけない小児ガン等の子供達に、ロータリーらしく我々は手を貸そうと、地区内クラ

ブや会員の皆さんに呼びかけた。例えば、①日本チェーンドラッグストア協会傘下の全国１万３千店のドラッグ

ストアに「そらぷちキッズキャンプ支援の募金箱」が置かれます。積極的に会員の家族、社員、友人に知らせて

これにリトルドロップさせて下さい。②また募金箱をクラブや会社にも置いて頂けませんか。③このキャンプを

支える会員になってもらえませんか（会員年額２０００円～）④キャンプ支援のボランテイアに登録しませんか。

⑤他に支援の方法が別にあればご提案下さい。 これらは、我々が考えた支援のメニューでこの全てに支援を

ではなく、これらの中から、それぞれが出来る支援を選択して、支援の輪の中に入っていただければと、私は改

めて皆さんに呼びかけます。（P20をご参照ください）

Yasuhisa Watanabe
（滝川RC）

国際ロータリー 第2510地区

2009-2010年度　ガバナー 渡  邉  恭  久

そらぷちキッズキャンプを支援しよう
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Shuuji  Matsumi
（函館北RC）

こども家族とともに体験農場植付け 体験農場収穫祭「笑顔・笑い」

『新世代月間によせて』

委員長 松　見  修　二

“ロータリアンは青少年の模範”
地区新世代委員会

●砂川RC

　９月の新世代月間について、地区内各クラブへ今年度新世代を対象にしたプログラム、社会奉仕活動の計
画、過年度実施した写真などの情報提供をお願いしました。
　結果、呼びかけて僅かな日にちと時間の内に数多くの情報を提供頂きましたことにお礼を申し上げます。紙
面の都合で全てを掲載出来ませんでしたが、頂いた資料は次の機会に紹介致しますのでご了承願います。

　次世代を託すべき新世代へのアプローチは幼い頃から始める事と認識し、「我が街　砂川」「ふ
るさと砂川」への思いを持ち未来の担い手となれるような機会づくりを目指して、「笑顔」「喜び」
「楽しく」を目標に委員会づくり。

カミネッコン植樹する子供たち 子供たちと共に給食をごちそうになる

●札幌モーニングRC
　社会奉仕事業「カミネッコン植樹」で小学生たちに植樹する事の大切さを伝え、植樹する子どもた
ちを育てたい。

●札幌西北RC
　札幌山の手高校インターアクトクラブと共に三角山ゴミ拾い。手稲区中学校スポーツ大会を支
援。大通りに樽型プランター設置、花植栽。

●札幌手稲RC
　第２８回ロータリー杯争奪、西区・手稲区中学生スポーツ大会の実施（札幌西北RCと協働）。
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三角山ゴミ拾い登山 インターアクターと共に三角山ゴミ拾い

ロータリアンの協力でRACフリマ参加 市内留学生を招き国際親善・交流会

苫小牧RC・苫小牧東RC協働少年少女合唱祭 苫小牧東RCゴミゼロ作戦

●札幌幌南RC
　提唱している札幌幌南RACが全国RA研究会に参加報告会で長崎料理の試食会、ロータリー
アンの協力でフリマに出店、国際親善交流会で市内留学生が国際色豊かに伝統芸能を披露。

●苫小牧RC・苫小牧東RC
　苫小牧RC・苫小牧東RC協働で苫小牧少年少女合唱団を設立、未来の文化を担う「新世代のための音楽プ
ログラム委員会」を８年前に設立しています。苫小牧市の協力で「ゴミゼロの街苫小牧」の環境活動を実施。

●札幌清田RC
　児童養護施設への支援として、札幌ドームの
スポーツ観戦招待。北広島「天使の園」の児
童、職員３５名を北海道日本ハムファイターズの
試合観戦に招待、お弁当とグッズをプレゼント。

●函館RC
・第７回函館RC杯タグラクビー大会の支援
・環境保全委員会は函館八幡宮裏山に設置し
ている巣箱の清掃を地元小学生と実施
・高文連道南支部ボランティアの高校生と大
森浜の清掃、植樹の推進を支援。
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Takashi  Wakamatsu
（札幌モーニングRC）

委員長 若 松  孝

「我が地区の
　　  素晴らしきインターアクターたち」

地区インターアクト委員会

　わが地区には、8つの提唱クラブと9つの高校にインターアクトクラブがあります。（静内RCは静内高等学校

と静内農業高等学校の2つを提唱）ですのでインターアクトの活動は、それ以外のクラブに所属している会員

にはわかりづらい存在だと思います。

　地区インターアクト委員会の活動として、それぞれの提唱クラブとインターアクトクラブがよりよい関係を保

てるよう補佐することを第一に考えております。この点におきましては、戸部前委員長はじめ歴代の委員長、委

員のご尽力、そしてなにより各提唱ロータリークラブ、各高等学校のご配慮のおかげで大変良い関係が保たれ

ております。

　インターアクトクラブの活動には、社会奉仕と国際理解の２つの柱があります。インターアクト要覧には以下

の4つが書かれています。

　●ニーズを抱える地域社会に援助の手を差し伸べよう。

　●海外の若者たちと協力して、奉仕プロジェクトを始めよう。

　●遠く離れた土地の風習や文化について学ぼう。　

　●地元の地域社会に貢献しよう。

　ここは声を大にして言いたいのですが、当地区のインターアクター達はとても地域の皆さまに愛され、また

必要とされています。地域のさまざまな活動に引っ張りだこです。上の文章と照らしますと、一番目と四番目は

こなされているわけです。これも各提唱クラブと各学校の継続した努力の表れです。

　地区委員会の第二の役割といたしまして、この充実したインターアクター達の活躍を広くロータリアンに

知っていただきご理解を深めていただくことだと考えます。　これこそが地区の出番と考えております。

　益々のインターアクトへのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
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Kouichi Yanagi
（札幌幌南RC）

委員長 柳  孝 一

新世代月間に向けて
地区ローターアクト委員会

　昨年度から地区内のローターアクトクラブ（以下RAC）が8クラブから5クラブに減少し、厳しいスタートにな

りましたが、熱い思いのローターアクトいる限り、ローターアクトの為に働きたいと決意を新たに一年間精進い

たします。

　RACは、1967-68年度国際ロータリーの理事会で「国際理解と奉仕活動を通じ指導力と良き市民育成の

目的で青年のためのクラブを結成しそれを後援してゆく計画」を採択しました。1968年3月にアメリカでRAC

が誕生しました。 遅れること3ヶ月、日本にもRACが誕生します。　同年7月、岩見沢RACが日本で2番目のク

ラブとして誕生しました。その後、2510地区内にRACがどんどん誕生します。詳しい資料が有りませんが、地

区内のRACクラブはピークで16～17クラブあったはずです。それが今年度は5クラブです。

　現存するローターアクトがクラブの垣根を越え、地区単位で奉仕活動を行っていますのでそれをご紹介し協

力をお願いしたいと思います。

ローターアクト活動
●「エコキャップ活動」

　ペットボトルのキャップを回収しリサイクルする活動で、約800個のキ

ャップで一人分のポリオワクチンを送ることが出来ます。捨ててしまえば

ゴミになるものが、小さな善意でポリオ撲滅に参加できるというプログ

ラムで、一年間通した活動となります。皆さんの参加をお願いします。

●「交通安全自転車リレー」

　昨年10月函館から赤平まで延べ40人、約380キロを2日間にわた

り、交通安全を啓発しながらローターアクトのPRをいたしました。

今年度は、9月22～23日、稚内から赤平までの行程を企画しています。

活動そのものは地味なものですが、想像を絶する距離、襷を繋ぐ一体

感等、ローターアクトならではの活動です。

●「ホームページの活用」

　今年ホームページが復活しました。地区のＨＰにリンクしています。

　最後に

　現在、5クラブに約60名の様々なメンバーがいます。ロータリアンの会社の従業員、子弟、インターアクト卒業

生、元財団奨学生(学友)、元青少年交換留学生(ローテックス)、現役米山奨学生、米山奨学生の奥さん、元地

区外のローターアクター等々、ロータリーのプログラムの受け皿になっていることは間違いありません。これか

らは元ローターアクトをロータリアンに勧誘する事がロータリーの目標になるでしょう。
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Hideharu  Iwaki
（札幌南RC・PG）

委員長 岩 城 秀 晴

ロータリー財団
　　  ゾーンチームに学んで

　ロータリー財団会議は、2009年7月1日㈬グランドプリンスホテル高輪で実施されました。

　第1ゾーン北清治氏の司会進行により、

　　1.ゾーンの目標設定

　　2.四半期報告書の提出と内容

　　3.世界平和フェローの推薦について

　　4.学友人道奉仕世界賞について

　　5.ポリオ2億ドルチャレンジ寄付について（DDFの活用）

　　6.各地区セミナー開催情報について

　　7.その他

　以上のテーマにより、その説明を受け趣旨を理解致しました。

　然し、財団の理念、財団の運営と財政、財団の今後の行方の説明がなく、財政状況と未来の夢計画の移行

期への説明を質問いたしました。田中財団管理委員は、財政的な心配はない、サブプライムローン問題で投資

運用は損失を生じたが、これは直ちに処分することはなく、ペーパーロスだから心配することは無い、と云われ

ておりました。今後は、単一の運用ではなく、経済を見極めて数種の運用方法をとるべきことが必要であること

を提言致しました。RI理事の黒田氏も同感されておりましたので、今後の運用による損失は避けられるものと

確信致した次第であります。

　2日目は全国のガバナー地区財団委員長ら約330名（当地区からは岩城財団委員長、岡﨑G.S.E前委員長、

出村W.C.S委員長）が出席して開催されました。

　　1.ロータリー財団年度日程

　　2.ポリオを撲滅するという約束を果たす

　　3.未来の夢計画と投資財政の現状

　　4.毎年あなたも100ドルを

　　5.恒久基金、大口寄付推進計画

　　6.世界平和フェロー

1.はじめに

2.財団地域セミナーについて

地区ロータリー財団委員会
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　具体的に未来の夢計画に対する移行の事務手続きは少なく、各プログラムの委員長にとっては、もの足りな

いセミナーではなかったかと思います。

　そこで、来る10月3日の地区大会の1日目には、片岡ロータリー財団日本事務局財団室長に具体的な事務手

続きを解説して貰い、地区の国際親善奨学金委員会、GSE委員会、財団学友委員会、地区補助金委員会、

WCS委員会の方により理解をいただくことを願って「地区指導者育成セミナー」において「財団セミナー」を

開催いたします。地区委員長、クラブの財団委員長およびガバナー補佐の方々のご出席をいただきたくお願い

申し上げます。

地区指導者育成セミナー : 10月3日15時00分　ホテルスエヒロ
出席要請 : クラブ会長、ガバナー補佐、クラブ財団委員長、地区委員長、クラブで3年以上指導的役割を果たし

てきた会員で関心のある者

3.むすび

　　7.ロータリー・カードの貢献

　　8.新公益法人制度への移行

　　9.地区補助金と新地区補助金

　 10.学友を中心としたクラブ

　以上の10項目にわたって、ポイントだけを紹介する程度でした。

　関心の高い新しく始まる「ロータリーの未来の夢計画」について、パイロット地区として、日本からは、第

2580、2650、2690、2760、2770、2830の6地区が選ばれて、地区補助金と新地区補助金の申請に関する実

務を紹介された程度でした。特に、地区補助金は人道的なものに使用することとし、文化的な事業について補

助金の対象外とされたことが大きいと思われます。

　また、会員の増強の点から大きく取り上げられたのは、ロータリー財団学友が中心となって創立したロータリ

ークラブの紹介とロータリー世界平和フェローの体験談の紹介でした。

　一方、新公益法人制度移行については、整備状況を進めて、2010年1月1日を計画しています。
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　渡邉ガバナーが2510地区最初の公式訪問クラブとして当
クラブを7月9日鈴木地区財務委員長と訪問くださいました。
水元会長、小林会長エレクト、松下幹事との懇談会、そしてク
ラブ協議会では菅野ガバナー補佐の司会で苫小牧東ＲＣ今
年度の活動方針の発表を各委員長より行いました。当クラブ
は昨年度よりＣＬＰを活用しており当クラブ活動方針に対し渡
邉ガバナーより的確なアドバイスを頂戴いたしました。12時
30分よりの例会では暖かな人柄がにじみ出る卓話を賜り会
員一同聞き入りました。例会終了後はガバナー、ガバナー補
佐、市内3ロータリークラブの会長、幹事、広報委員長にて苫小
牧市長に就任挨拶、北海道新聞苫小牧支社、苫小牧民報社へ
もご挨拶に訪問いたしました。

ガバナー公式訪問 7月

7月9日㈭
12G 苫小牧東ロータリークラブ

　ガバナー公式訪問日の前日7月9日渡邉ガバナー、菅野ガバ
ナー補佐並びに鈴木地区財務委員長をお迎えし苫小牧市内
三クラブ会長、幹事合同により苫小牧岩倉市長を表敬訪問い
たしました。岩倉市長は当苫小牧RCの名誉会員でもあり渡
邉ガバナーの「環境・人・子ども」をテーマにした活動方針にロ
ータリアンの責務を発揮して頑張って下さいとの激励を頂き、
そののち北海道新聞苫小牧支社及び苫小牧民報社へ就任の
挨拶回りを行ないました。
　翌7月10日公式訪問当日、会場のホテルで会長・幹事懇談
会、クラブ協議会、公式訪問例会にご出席いただきました。

7月10日㈮
12G 苫小牧ロータリークラブ 　渡邉ガバナー、荒ガバナー補佐をお迎えして、午前10時か

ら会長・幹事会を行い、ガバナーより「そらぷちキッズキャン
プ」の支援への内容、続いてWCSに関するマッチンググラント
及びRIの現状についての説明がありました。11時からのクラ
ブ協議会では2 8 名が出席する中、地区大会について興味深
い企画をお聞きした後、各委員会が今年度の活動計画を発表
しました。その後、ガバナーよリポリオ・プラスについての現況と
地区目標の会員増強・純増1名に関してお話がありました。
　例会でもガバナーより活動方針が詳しく説明され、ロータリ
ーの大切さを学びました。当日ビジターに前橋西RCの峰岸
祥子さんをお迎えし、大変和やかな時間を過ごしました。

7月13日㈪
4G 札幌北ロータリークラブ

ス ロ ー ガ ン “全員で考え、全員で行動するクラブ”
設 立 年 月 日 1992年6月11日
R I認証年月日 1992年6月26日
スポンサークラブ 苫小牧北ロータリークラブ
例 会 曜 日 木曜日
開 始 時 間 12時30分（第二木曜日　18時00分）
例 会 場 グランドホテルニュー王子

設 立 年 月 日 1957年1月25日
R I認証年月日 1957年4月15日
スポンサークラブ 室蘭ロータリークラブ
例 会 曜 日 金曜日
開 始 時 間 12時30分
例 会 場 グランドホテルニュー王子

　会長・幹事会ではガバナーより重点目標の一つ「そらぷちキ
ッズキャンプ」活動を会員一人ひとりが広く周知していくこと
が重要である旨アドバイスを頂きました。クラブ協議会では四
大奉仕委員長よりそれぞれの活動計画を発表した後、渡邉ガ
バナーより伝統的なクラブ協議会運営方式によっているとの
講評を頂戴し、RI財団・会員状況等RIクラブ現況についての
お話を頂きました。公式訪問例会では「ロータリーの未来はあ
なたの手の中に」のRI会長のテーマを具現化した第2510地
区運営方針「環境・人・子ども」は正にRC会員それぞれの手
の中にあることが渡邉ガバナーの講話を頂戴してあらためて
認識を深く致し、今年度のクラブ運営に役立てて生きたいと
思います。
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１．クラブ活動方針

　１０時より会長・幹事懇談会を開催。柴田会長より当クラブ
近況を説明し、第２５１０地区協議会の際に、時間切れで質問
出来なかったことについて質問し、渡邉ガバナーより親切丁
寧に返答頂きました。渡邉ガバナーより「そらぷちキッズキャ
ンプ」取組みの経過及び今後の活動計画の説明を受け、一人
一人の意識改革よって実現されることが多々あることに共感
しました。当クラブとしても、意識改革し原点に立ち返ること
が求められているような気がします。

7月15日㈬
5G 札幌真駒内ロータリークラブ

① 会員増強
② そらぷちキッズキャンプの支援　
③ 水の衛生確保と餓死追放のための支援
④ ポリオ撲滅運動の協力
⑤ 各奉仕活動の充実
⑥ 友好クラブ推進
⑦ ４つのテストの自覚 ＝ 初心を忘れずに

　午前10時から渡邉恭久ガバナーをお迎えし嵯峨義輝ガバ
ナー補佐と後藤会長、長谷川エレクト、支部幹事等の6人で懇
談会を開催。内容は、周年事業に対する考え方、「そらぷちキ
ッズキャンプ」の具体的な必要性、米山記念奨学会の考え方
の啓蒙等についてなど、ロータリーの今後について色々なご
示唆をいただきました。
　11時からはクラブ協議会を各委員長出席のもと、今年度の
活動について伺い、定刻の12時30分より例会となりました。
嵯峨ガバナー補佐から渡邉ガバナーの経歴紹介をいただきま
した。温かな人柄がにじみ出る中にも、ロータリーに対する並
々ならぬ思いを込めた卓話を頂き、お話も判りやすく会員一
同も、理解した様子でした。
　最後に全員で記念撮影を行い、ガバナーが、グッと身近に感
じられました。

7月14日㈫ 
3G 江別西ロータリークラブ

　例会場は昨年オープンした札幌北広島クラッセホテル。加
藤寛治ガバナー補佐(北広島)・真木孝男会長・斉藤洌幹事と
懇談…やはり話題は「会員増強」。人口６万３千人に対し、わ

7月14日㈫
7G 北広島ロータリークラブ

ス ロ ー ガ ン ロータリーライフを楽しく
設 立 年 月 日 1971年５月２４日
R I認証年月日 1971年６月１日（14,81９番目）
スポンサークラブ 札幌ロータリークラブ
コ・スポンサークラブ 札幌東ロータリークラブ
例 会 曜 日 月曜日
開 始 時 間 12時30分
例 会 場 センチュリーロイヤルホテル　２０F

ずか17名。創立29年になるがずっと悩んで来た。①主立った
産業が無い、②住民の大半が札幌に通勤し昼間人口が少な
い、③商工会など昔からの事業主の多くは既に他団体に入
り、④歴史の浅い住宅地で隣人同士の交流が少なく職業情
報も乏しい…などの条件が影響。職業分類では医療関係の
比重が35％というのも特異だ。
　今年度から発足当時と同じ夜間例会に変更し、出席向上と
増強を目指す。例会以外のイベントへの参加ポイントを高く
し、出席率ではなく参加率120ポイントを目指す。18:30 今例
会は会員夫人も出席し、渡邉ガバナーが入会した橘功記 (弁
護士) 君にバッジを付けガッチリ握手。
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　10時から会長・幹事・会長エレクトとの懇談会、11時よりク
ラブ協議会を通じ当クラブの会長方針「会員増強に取組まし
ょう。チャレンジ50」を最重要課題とし6つの項目説明が行わ
れ、各委員会から更なる詳細な活動計画が説明されました。
穴倉会長より、明るく楽しく出席しやすいクラブづくりが歴代
会長から引き継がれた西北の伝統であり今年度もスローガン
として掲げ、更に推進していく決意が示されました。西北の会
員の中に渡邉ガバナーと滝川に縁のある会員が4名ほどいま
して、あらためて、ロータリーの輪の素晴らしさを実感させられ
ました。例会では渡邉ガバナーから、ガバナーとして誕生まで
の経緯がジョーク混じりの笑いを誘うかたちで披露され、一辺
に和やかな雰囲気になり、会員との一体感が生まれました。
　地区方針の「環境・人・子どもに目を向けよう」と踏み込ん
だ実例をあげた詳細な取組への参加要請が行われ、最後に
札幌西北RC全会員と渡邉ガバナーとお供の方を囲み記念
の写真撮影が行われ大いに盛り上がりました。

7月16日㈭
4G 札幌西北ロータリークラブ

　７月１７日（金）にガバナー公式訪問を受け、渡邉恭久ガバ
ナー、江口ガバナー補佐をお迎えしました。１０時からの会長・
幹事懇談会に始まり、１１時からのクラブ協議会では新世代
を含めた五大奉仕委員長を中心として各委員長から当年度
の活動計画の発表があり、特にガバナーには、札幌唯一のＲ
ＡＣの活動に関してご理解をいただきました。

7月17日㈮
5G 札幌幌南ロータリークラブ

　渡邉恭久ガバナー、荒紀男ガバナー補佐、福井義昭地区幹
事をお迎えして公式訪問が行われました。
　１０時からの会長・幹事懇談会は、クラブの現況報告と共に
今期から導入されたＣＬＰ、又高校生を対象とした奨学金制度
など質問や助言を戴きました。引き続き１１時より行われたク
ラブ協議会では、各委員長より活動方針を報告すると共にガ
バナーにそらぷちキッズキャンプの支援方法・目的等につき質
問をさせて戴き、短時間の中、簡潔丁寧にご説明戴きました。
　例会では渡邉ガバナーが掲げる地区目標の説明があり、
「そらぷちキッズキャンプ」には全国１万３千のドラッグストア
ーの店舗に募金箱を設置し、支援に充ててるとの事。興味深
く伺いました。
　荒ガバナー補佐には、協議会・例会を通して適切なアドバイ
スを戴き公式訪問を無事終えることができました。この訪問
を今年度のクラブ運営にしっかり役立たせていきます。

7月18日㈯
4G 札幌手稲ロータリークラブ

クラブ活動方針
① 会員増強を図りましよう。
② 青少年の育成に努力しましよう。
③ アジアの国際奉仕に目を向け、アジアのRCと連携しよう。
④ 例会を楽しく魅力あるようにしましよう。
⑤ 奉仕活動、募金活動に積極的に参加しよう。
⑥ 効果的なクラブ作りを目指しましよう。

■ 今年度クラブのスローガン
クラブ年次テーマ 『創立４５周年を成功させよう！』
クラブ目標　　①ロータリー財団に１００ドルを寄付しよう
　　　　　　  ②親睦と奉仕をバランスよく実行しよう
　　　　　　　③５０周年に向けて会員増強を心がけよう
　　　　　　　④会員相互に声を掛け合おう

設 立 年 月 日 1974年1月3日
R I認証年月日 1974年2月8日
スポンサークラブ 札幌幌南ロータリークラブ
例 会 曜 日 火曜日
開 始 時 間 12時30分 
例 会 場 ホテル ライフォート札幌

設 立 年 月 日 1964年11月13日
R I認証年月日 1965年  1月20日
スポンサークラブ 札幌東ロータリークラブ
例 会 曜 日 金曜日
開 始 時 間 12時30分（月の最終例会は １８時００分）
例 会 場 ルネッサンスサッポロホテル

　例会では、「幌南」を「硬軟」と置き換え“かたい”“やわらか
い”二つ揃った良いクラブであるとユーモアも交え、そらぷち
キッズキャンプ、ロータリー財団や米山記念奨学会のことな
ど、時間が足りないほどの講話をいただきました。最後に本
年４５周年を迎える当クラブにエールを送っていただき、来年
１月１６日（土）開催の記念式典へのご参加を約束され会場
を後になさいました。
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　当クラブは今年度5周年を迎え7月11日に式典・祝賀会を
開催し、ガバナー公式訪問が7月21日に行われました。
　午後4時30分より行われました会長・幹事懇談会ではクラブ
の現状やガバナーの重点目標のひとつであります「そらぷち
キッズキャンプ」について等、ご意見を頂き和やかでかつ貴重
な時間を過ごしました。その後5時20分に記念写真を撮り5時
30分より四大奉仕をはじめ各委員会より今年度の活動計画
の発表を行い、渡邉ガバナーより講評を頂き終了しました。
　引き続き18時30分より行われた例会の中で渡邉ガバナ
ーより講話を頂きました。当クラブの式典の際のお話や国際
協議会にガバナーが出席された際の今年度のテーマである
強固な鎖の輪を作り次の世代へ送るという『ロータリーの未
来はあなたの手の中に』についてのお話など新しい会員の
多い当クラブにとって有意義な時間となりました。
　そして19時15分より懇親会を開き渡邉ガバナーにはゆっくり
とくつろいでゲームなどで楽しんでいただき終了いたしました。

7月21日㈫ 
10G 函館セントラルロータリークラブ

　７月２２日渡邉ガバナーをお迎えして公式訪問が開催され
ました。ガバナーが予てより希望しておりました洞爺丸海難
慰霊碑のご参拝を小雨のなか、会長始めメンバーと共に祭壇
に花を捧げ黙祷をし被災者にご冥福を祈りました。
　会長・幹事懇談会及びクラブアッセンブリーそして例会に
出席して戴き、本年度の活動計画書を各委員長に発表して
もらい、ご指示を戴きました。また、最近のＲＩの事業や会員増
強の問題に対してもご助言を戴きました。
　ご講話の中で、渡邉ガバナーのロータリーに対する熱き思い
が随所に感じられ、特に「環境・人・子供に目を向けよう」の基本
方針では、『人は皆等しく生きる権利があり、小児ガンや難病の
子供に希望を与える「そらぷちキッズキャンプ」を是非成功さ
せたい』との思いが各メンバーの心に力強く訴えられました。

7月22日㈬ 
11G 函館北ロータリークラブ

　当クラブの例会場は、解放的な窓から日本海を一望できる
場所にあります。その、ダイナミックな自然をご覧頂きながら、
10：00より会長・幹事・会長エレクトによる懇談会、11：00より
クラブ協議会が行われました。
　会員19名、内女性会員2名の小規模クラブでありますが、
今年で48周年を迎えます。江戸時代から拓けた江差のお祭
や、歴史を残そうと努力している町の様子にも関心を頂き、
話題となりました。
　12：30より点鐘の後、「ロータリーソング」を斉唱、「4つのテ
スト」を唱和して、いつも通りの例会をご覧頂きました。少人数
のクラブですので、ＣＬＰが自然と導入されている様な状態で
す。食事のあと、石橋ガバナー補佐より、渡邉ガバナーのご紹
介を頂き、「先人のつないできた鎖を、日本人ならではの温故
知新の精神でこれからもつないでいこう」というお話に、熱い
思いを感じました。また「そらぷちキッズキャンプ」や「米山奨
学生」についての説明も頂き、渡邉ガバナーの人柄の温かさ
や細やかさを感じさせるお話に、会員一同聞き入りました。貴
重なご指導を頂戴致しました。ありがとうこざいました。

7月21日㈫ 
11G 江差ロータリークラブ

ス ロ ー ガ ン 参加しよう・楽しもう
設 立 年 月 日 １９７０年６月２９日
R I認証年月日 １９７０年７月２０日
スポンサークラブ 札幌西ロータリークラブ
例 会 曜 日 土曜日
開 始 時 間 12時30分
例 会 場 三越　４階

ス ロ ー ガ ン 奉仕と親睦
設 立 年 月 日 2005年7月  ２日
R I認証年月日 2005年７月２０日
スポンサークラブ 函館ロータリークラブ
例 会 曜 日 火曜日
開 始 時 間 12時30分
例 会 場 函館国際ホテル

ス ロ ー ガ ン アットホームな例会
設 立 年 月 日 １９６２年６月１３日
R I認証年月日 １９６２年6月２９日
スポンサークラブ 函館ロータリークラブ
例 会 曜 日 火曜日
開 始 時 間 12時30分
例 会 場 れすとらん津花館
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　渡邉恭久ガバナーと近藤宣明ガバナー補佐をお迎えして公
式訪問が行われました。
　午前１０時より「会長・幹事会」が開催され、当クラブ会長より
「そらぷちキッズキャンプ」について質問があり、ガバナーより丁寧
な説明で大変気さくで慈愛に満ちたお人柄がうかがわれました。
　１１時よりクラブ協議会が開催され、近藤ガバナー補佐の進行
により、各委員長より活動計画の発表があり、ガバナーより講評の
中で、以前より奨学生制度、環境保全に留意していることを評価
され、今後も是非継続を、と温かいアドバイスをいただきました。
　１２時３０分より例会が開催され、近藤ガバナー補佐よりガバ
ナーを紹介いただき、渡邉ガバナーより本年度のＲＩ方針、地区の
四大目標について説明があり、特に「そらぷちキッズキャンプ」に
ついては熱い思いで話されて、会員に感銘を与えられました。
　大変有意義に公式訪問が終了いたしました。

7月23日㈭
10G 函館ロータリークラブ

　7月27日㈪渡邉ガバナー、加藤ガバナー補佐を迎えての公
式訪問です。午後5時より会長・幹事会が開かれ、当クラブか
ら会長、幹事、会長エレクトの6名で加藤ガバナー補佐の進行
によりクラブの現状や今年度の目標、問題点などの懇談を行
いました。6時からのクラブ協議会は加藤ガバナー補佐の議
長で始まり、各委員長より今年度の活動計画の報告を行い、
最後にガバナーより助言をいただきました。
　7時からの例会は渡邉ガバナーから地区の基本方針と重
点目標、特に「そらぷちキッズキャンプ」を支援するお話があ
り、最後に当クラブがこの5年間に一人の退会者もいないと
いうお褒めの言葉をいただきました。

7月27日㈪ 
7G 長沼ロータリークラブ

　10時より会長・幹事長会を開催、地区目標やRIに対する私
たちの考えを渡邉ガバナーに聞いて頂き活発な意見交換を
させて頂きました。
　クラブ協議会では、9名の委員長による本年度の事業計画
の発表にも熱心に耳を傾けて頂き、例会では2名の新会員を
迎えることができ、入会式ではガバナーよりバッジを贈呈して
頂きました。
　その後、渡邉ガバナーの講話では人柄を思わせる地区目標に
対する熱い想いを語って頂いて公式訪問を終了いたしました。

7月28日㈫
3G 岩見沢東ロータリークラブ

設 立 年 月 日 1964年  6月16日
R I認証年月日 1964年10月19日
スポンサークラブ 函館東ロータリークラブ
例 会 曜 日 水曜日
開 始 時 間 12時30分 
例 会 場 函館国際ホテル

ス ロ ー ガ ン ロータリーの和を大切に

設 立 年 月 日 1991年12月1日
R I認証年月日 1992年  1月6日
スポンサークラブ 恵庭ロータリークラブ
例 会 曜 日 月曜日
開 始 時 間 19時00分 
例 会 場 KSインターナショナル 2F

ス ロ ー ガ ン 小さな長沼から世界に眼を向けて

ス ロ ー ガ ン 「元気になロータリー！」
設 立 年 月 日 1934年10月２5日
RI認証年月日
RI再認証年月日

1935年  1月２9日
1949年  9月16日

スポンサークラブ 小樽ロータリークラブ
例 会 曜 日 木曜日
開 始 時 間 12時30分
例 会 場 五島軒本店
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　ガバナー公式訪問は、加藤寛治ガバナー補佐司会のもと、
終了しました。
　当クラブ期首の会員数は35名です。今年度は創立40周
年を迎えることになりますので、会員増強にも力を入れて、
40名以上にしたいと思っています。チャーターメンバーも1名
（92歳）で､とても元気で例会など100％出席して戴いてお
り、心強い会員です。
　事業内容としましては、青少年育成のためにクラブ独自の
「歯車基金」として積立を行っており、継続事業でありますが、
●小学生の部で地元小学生による「子供相撲大会」350名
　～400名参加
●中学生の部で近隣（石狩管内）中学生による「少年野球ロ
　ータリー旗争奪戦」
●高校生の部で「交換留学生」受入17名、派遣18名をして
　おります。
●その他、財団奨学生派遣2名、米山奨学生受入3名等現在
　進行中です。
　これらの費用のため、「歯車基金」など地元地域に密着し
た奉仕活動をし、会員相互のコミュニケーションを取っている
クラブとして自負しております。

7月29日㈬
7G 恵庭ロータリークラブ

　７月３０日のガバナー公式訪問は、渡邉ガバナー、加藤ガ
バナー補佐、会員でもある町長への表敬訪問から始まりま
した。
　ガバナー、補佐とも行政に深く関わりがあるようで和やか
なうちに行政運営全般の話で盛り上がりました。
　その後の会長・幹事会では、一年間の方針説明、「そらぷ
ちキッズキャンプ」支援の依頼があり、また会長からはＣＬＰ
についての質問もありました。
　クラブ協議会・例会へと進みガバナーからのお話は私達に
とても親近感がありロータリアンとしての心得をわかりやす
く、また「そらぷちキッズキャンプ」の話にも共感させられま
した。
　途中留学生ジョナサン君のシューズ購入の募金箱にも快
く協力をいただきました。

7月30日㈭
7G 由仁ロータリークラブ

ス ロ ー ガ ン 4つのテストを今一度みんなで理解し合おう
設 立 年 月 日 1983年6月28日
R I認証年月日 1983年8月20日
スポンサークラブ 岩見沢ロータリークラブ
例 会 曜 日 火曜日
開 始 時 間 12時30分（第3週目例会:18時00分）
例 会 場 岩見沢平安閣

　７月２８日（火）渡邉恭久ガバナーと荒ガバナー補佐をお迎
えして、午後４時より会長・幹事会、５時よりクラブ協議会、６時
より例会（ガバナー公式訪問）を開催いたしました。
　クラブ協議会では当クラブの現況説明と活動計画につい
て説明をし、渡邉カバナーよりクラブ活動に対する多くの実
りある話（菊地親睦委員長のユーモアのあるクラブ活動にと
いう点に感心されていました)と今話題となっている金融危
機による財務内容の説明をいただきました。また、荒ガバナー
補佐より会員数の減少を解消するべく貴重な考え方をご伝
授いただきました。
　また、例会では渡邉ガバナーのスピーチでは、ロータリーへ
の熱い思いをお聞かせいただきました。その中では、そらぷち
キッズキャンプについて、米山奨学会について、ポリオプラス
の取組状況、新世代の問題点と取組について分かり易く説
明をしていただきまた。アットホームな雰囲気の中で過ごすこ
とのできた大変実り多い公式訪問でした。

7月28日㈫
4G 札幌はまなすロータリークラブ

ス ロ ー ガ ン クラブの発展はあなたの手の中に　
設 立 年 月 日 １９9２年６月  7日
R I認証年月日 １９9２年6月２5日

（チャーターナイトは1992年9月23日）
世界の2031番目・2510地区の66番目

スポンサークラブ 札幌北ロータリークラブ
例 会 曜 日 火曜日
開 始 時 間 12時30分（月の最終例会は午後６時）
例 会 場 札幌サンプラザホテル
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10/4●

　ガバナー公式訪問は渡邉恭久ガバナー・第6グループ見延
庄三郎ガバナー補佐をお迎えして、7月30日午後4時より会
長・幹事会を開催いたしました。そこで会長は「そらぷちキッ
ズキャンプ」の支援を表明しました。その後、クラブ協議会に
会場を移し、当クラブの各委員長より今年度の事業計画およ
び目標を報告、活発な意見交換の中にも和やかで有意義な
クラブ協議会となりました。
　その後、夜間例会が行われました。渡邉ガバナーより本年
度の地区の方針と地区の目標についての説明があり、又、地
区大会への多数の参加の要請と「そらぷちキッズキャンプ」
の支援のあり方について詳しい説明があり、会員一同もその
趣旨に賛同し、盛会なうちに公式訪問を終了しました。
　今後、当クラブも目標達成に向け邁進していきたいと思
います。

7月30日㈭
6G 小樽銭函ロータリークラブ

ス ロ ー ガ ン 財団に一人100ドル、一クラブ1,000ドルの
寄付に協力したい

設 立 年 月 日 1975年  9月18日
R I認証年月日 1975年10月２1日
スポンサークラブ 小樽南ロータリークラブ
例 会 曜 日 木曜日
開 始 時 間 12時30分（月の最終例会は18時00分）
例 会 場 和風レストラン銭函大山

ス ロ ー ガ ン 地域への理解と奉仕を
設 立 年 月 日 1992年  9月10日
R I認証年月日 1992年10月  6日
スポンサークラブ 恵庭ロータリークラブ
例 会 曜 日 木曜日

開 始 時 間 12時15分
（第２木曜日のみ夜間例会　午後６時００分）

例 会 場 由仁町民センター

2009-2010

10/3●

国際ロータリー第2510地区

ホストクラブ 滝川ロータリークラブ
地区大会

2009-2010年度
国際ロータリー 第2510地区

〒073-0032  滝川市明神町2丁目2-16 ホテル スエヒロ 7Ｆ
TEL（0125）22-3344  FAX（0125）24-2755
E-mail:rid2510odc@rotary.gr.jp

第1日

地区大会事務局

土

日

●会長・幹事会（ホテル スエヒロ）
●地区指導者育成セミナー（ホテル スエヒロ）
●RI会長代理歓迎晩餐会（滝川ホテル 三浦華園）

第2日
●本 会 議（たきかわ文化センター）
●記 念 講 演（たきかわ文化センター）
●本 会 議（たきかわ文化センター）
●記念懇親会（ホテル スエヒロ）

13:30
15:00
18:00

10:00
13:30
15:00
16:30

●会場／日本棋院北海道本部
　　　　囲碁会館
　　　　札幌市中央区北4条西5丁目 アスティ45ビル7階
　　　　　   TEL（011）219-2340

●会費／5,000円

9/20●日
記念囲碁大会

●会場／空知カントリークラブ
　　　　砂川市富平396  TEL（0125）53-3081
●会費／5,000円

10/2●金 9：00スタート
記念ゴルフ大会

スパウス・プログラムを用意してございます

環境・人・子どもに
　　　  目を向けよう
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地区社会奉仕委員会
       ブロック意見交換会から見えるもの

Kenjirou  Sakazaki
（札幌西RC）

委員長 阪 崎  健 治 朗
地区社会奉仕委員会

１.はじめに
　地区社会奉仕委員会の恒例活動になった「ブロック別意見交換会」は、7月の後半2週間を使い、砂川、函館、

札幌、苫小牧を会場に開催しました。

　全クラブから提出いただいた「活動計画書」を基に、各クラブから活動計画の交流をいたしました。

　４つのグループ、［１０、１１］（函館管内）［７、８、９、１２］（苫小牧管内）［４、５、６］（札幌管内）[１、２、３]（滝川管

内）に分かれて実施し、それぞれにガバナー補佐のご出席もいただき、励ましと助言を受け、新しい意欲を持っ

て散会しました。

２.会員減少に腐心するクラブの健闘
　地区社会奉仕委員会は本年度も基本的な方針に、「ロータリーは志を同じくする運動体であり、その活動の

主体はクラブやロータリアン一人ひとりにあることを確認し、地区はあくまでも側面的に支援する役割をもつ」

と伝えました。

　印象として、会員の減少傾向は本年度も見られました。減少はクラブ活動にとって致命的な打撃でもありま

しょうが、それでもロータリーの精神を根底に置きながら誇りを持って取り組むクラブばかりです。会員の減少

は委員会設置にこだわらず、全員参加型に移行し結束力を強める効果もあるとの報告も伺いました。一方、会

員数の多いクラブは担当委員会を設け活力を感じましたが、その中でも肝心の委員会は開かれず、委員長も

特段の指示も出さないことから、沈滞化や意欲の減退、さらに恒例化したプログラムの継続に費やしているク

ラブもありました。横の連携や新しい空気の入れ替えなど、一工夫あってもよいのではないでしょうか。意義あ

る活動を何年も継続し、効果を挙げることは大切ですが、同時に常に新鮮味のある活動も重要です。
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３.視点を変えたプログラムの検証
　多くのクラブは何らかの形で地域との接触を推進しています。特に栗山RCは防犯パトロール隊を結成し、子

どもの安全を積極的に推進し、揃いのジャケットを着て地域を歩き、校門に立ち、子どもたちにも声をかけ、親

たちや学校からも感謝されているそうです。また野球少年たちのために「バットの森」を作り、150年後の夢を

子どもに託す植樹も目を引きました。

　このような人命保護や植林や植樹は息の長い活動で、安易に取り組めるものではありません。

　経験を持ったクラブに学ぶことが重要でしょう。また青少年に対しての活動もスポーツ・文化・伝統芸能その

他さまざまな活動は煌びやかで単体で見ると、行事の羅列に見えますが、視点を変えてみると、これはまさに教

育、環境、福祉、地域開発など未来志向の取り組みと言えます。そうした視点でプログラムを検証していただく

と、今取り組んでおられるプログラムはもっと深まりをもつでしょう。

４.「そらぷちキッズキャンプ」の取り組みについて
　すでにガバナーから発信されていますように、重点目標の第一に挙げられているこのキャンプにことさら支

援の協力と関心をもつ理由は、日本で最初、しかもアジアでも初めての小児ガンや難病と闘う子どもたちのた

めに多くの関係者の善意を結集して「生きる喜び」を体感させたいという「いのちへの真摯な取り組み」にある

からです。とはいえ私たちが何をするべきかはクラブや会員一人ひとりに託されているのです。足並みをそろ

えて同じことをする必要はないのです。未来のある子どもたちを愛し、少しでも希望を持たせるために私たち

の志を一つにすることだと思います。

　私たちは過去幾多の困難な人のために、あるいは自然を守るために、寄付という発想で支援してきました。

効果も挙げました。しかしロータリーは寄付をする団体ではありません。その行動はすべて自由でなければなり

ません。この機会にロータリーのあり方を再考したいものです。

５.終わりに
　年度は始まったばかり。十分に活動計画をご検証いただき、ロータリー運動の理念に沿って活動がうまく推

進されることを期待しております。地区社会奉仕委員会は独自のホームページも開設しました。互いのコミュ

ニケーションを高めるために大いにご活用いただきたいと願っています。

　ご協力に感謝します。　
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「WCS説明会及び報告会」

Chikako  Demura
（札幌北RC）

委員長 出 村  知 佳 子
地区世界社会奉仕委員会

　2009年7月26日㈰、砂川「ゆう」にて2510地区

WCSの説明会およびに報告会を行いました。初めて

の試みでしたが、日曜日にも関わらず参加者38名と

多くのクラブの会長、担当委員長にご参加を頂きまし

た。冒頭、渡邉恭久ガバナーから、今年度の地区目標

に「WCS」を支援するクラブへの応援を、という御挨

拶を頂き、次に現地を視察、訪問された酒井正人パス

トガバナーのWCS事業の様子やその意義について

のお話を伺いました。WCS委員会からの事業報告説

明、検証ツアー参加者の声ということで参加者の皆

さんからの実際に参加しての感想を頂きました。休

憩時間には砂川クラブからの砂川名産のお菓子や

お茶を美味しく頂きました。休憩後、今年度事業につ

いて神部洋史地区代表幹事から補助金システムの

変更も含めたお話を伺い、続いて地区WCS委員会か

ら、今年度モデル事業案や事業申請についての説明

を致しました。　　　

　参加者の皆さんから、WCS事業についてのご感

想を頂くことができ、各クラブの活動の取り組みと地

区WCS活動がより近いものになったことを感じた報

告会でした。いよいよ今年度の具体的なWCS活動が

スタートします。各クラブの皆様の活動にこれが少し

でも役立って頂けます事を願っております。また今回

の会合の開催にあたり、砂川ロータリークラブの皆様

に全面的にサポートを頂き、これを開催することがで

きました。この場をお借りして御礼申し上げます。
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ローターアクト提唱クラブ委員長会議

Kouichi  Yanagi
（札幌幌南RC）

委員長 柳  孝 一
地区ローターアクト委員会

GSE派遣団員・受入コーディネーターの決定

Shiori  Numadate
（札幌清田RC）

委員長 沼 舘 　 栞
地区GSE委員会

　7月11日(土)、カデル２７(札幌市中央区)に於いてローターアク

ト提唱クラブ委員長、地区委員会議を行いました。神部地区代表

幹事、函館東、室蘭北、千歳、千歳セントラル、札幌幌南、赤平RCが

集まり、現状報告、活動の活性化や地区での取り組み、今後のスケ

ジュール等を確認行いました。その後、アクトクラブ会長・幹事会に

オブザーバーとして参加し、約3時間の会議を終了しました。

　今年度6クラブからのスタートとなり、地区内のローターアクト

を取り巻く環境は厳しい状況ですが、提唱クラブはローターアクト

への熱い思いの方々ばかりで、今後の地区運営にもアドバイスを

頂きました。その成果を発揮でききるよう、３者一体となって盛り

上げて行くことを確認しあいました。

　RI第２３６０地区とのGSE交換事業の派遣団員が最終選考会の結果、下記のように決定いたしました。
　なお、今回は医療介護･社会福祉の分野に絞った重点的GSEとして募集選考を行ないました。

　RI第２３６０地区からのGSE団員受入について、第１グループ、第５グループ、第７グループおよび第９グル
ープが担当となっていただき、それぞれ、下記の会員が受入コーディネーターとして決定されました。

　受入日程は２０１０年４月２日から５月１日まで、派遣日程は２０１０年５月１日から５月３０日までとなっており

ます。地区の皆さまのご協力を宜しくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　

氏　　名 スポンサークラブ 勤務先
鈴　木　洋　史 札幌手稲RC 財団法人　北海道難病連

竹　内　　　孝 札幌清田RC 社会福祉法人　北海道リハビリー

羽田野　真須美 札幌東RC 社会福祉法人　ノマド福祉会

松　本　か　な 札幌北RC 北海道大学附属病院

また、青田美穂氏及び大山毅氏の両名は、補欠団員として登録されております。

第１グループ 西谷　英樹（留萌RC）

第５グループ 大島　清幸（札幌東RC）

第７グループ 瀬川　五水（北広島RC）

第９グループ 村木　一夫（室蘭東RC）
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国際ロータリー第2510地区青少年交換委員会
20１0-１１年 青少年交換派遣学生募集要項（二次募集）
（アメリカ･カナダ･フィンランド･オーストラリア他）

　当地区の青少年交換プログラムとして、２０１０－１１年の派遣学生を下記の要領に基づいて募集致します。ロ
ータリーの親善使節としてふさわしい高校生をご推薦頂くようお願い致します。１クラブ２名までの推薦ができま
すが、原則として、受入時期のずれるオーストラリア１名とオーストラリア以外の交換国１名の計２名とになります。

派 遣 期 間： ２０１０年７～８月からの１学年間（１１ヶ月以上１年未満）
派遣予定国： ★アメリカ２または３地区（オレゴン州１地区、ニューヨーク州 １または２地区）
　　　　　　★カナダ１地区（アルバータ州）★フィンランド・マルチ１地区（フィンランド全域）

　　　　　　★オーストラリア２または３地区（東海岸地域３地区）

募 集 人 員： ２～３名の予定。
応 募 資 格： ２０１０年１月現在で１５歳以上１９歳未満で、中程度以上の学業成績があり、ロータリーの親善使節とし
　　　　　 ての留学に対して積極的な態度を持つ男女。ロータリー会員の子女であると否とは問いませんが、保護

　　　　　 者と在籍高校（受入高校）および推薦ロータリークラブの全面的支援（受入学生のホストを含む）を必   

　　　　　  要とします。

自己負担分： 往復の旅費・保険、その他、渡航に必要な費用（航空券・保険については、地区委員会指定の代理店
から購入することが条件です）。

応募の方法： 推薦ロータリークラブから２００９年９月３０日（水）（必着）で応募書類をお送り下さい。
選 考 方 法： 英語・小論文・面接により選考します。
選 考 日： ２００９年１０月中旬を予定しています。
結果の通知： 選考日から約２週間後までに推薦ロータリークラブ宛に通知致します。

注意事項
① 推薦した学生が派遣されることになりますと、推薦クラブで相手地区からの留学生をホストしていただくことになります。これには受入留学生のため
の高校及びホストファミリーの手配が含まれます。この際、派遣学生の在籍高校に留学生を受入て頂くよう努力して下さい。

② 派遣学生の出発はすべての交換国とも２０１０年７～８月頃です。交換国の学生の受入はオーストラリアの場合２０１０年１月、オーストラリア以外の交
換国では２０１０年８月です。

③ 受入留学生を他のクラブと共同してホストする場合、あるいは、他クラブがホストすることが内定している場合は、選考結果通知後、直ちに当委員会に
お伝え下さい。

④ アメリカに派遣が決定した場合、予防接種が追加で必要になりますので、事前に学生や保護者の方へお伝え下さい。（例えばポリオの場合、オレゴン
州の場合は計４～５回、ニューヨーク州の場合は計３回になるように追加で接種が必要です。）アメリカ以外の派遣国でも必要な場合があります。

⑤ クラブで推薦する前に、必ず、応募学生・保護者との面接を行い、ロータリー活動やロータリー青少年交換事業の目的を説明する機会を必ず持って下
さい。１クラブから２名まで推薦できますが、原則としてオーストラリア１名と受入時期のずれる他の交換国１名の計２名となります。

⑥ 派遣する相手地区との交換は確認していますが、相手地区の多くは現地で選ばれた学生の人数に応じた交換をおこなっています。また、多くの国で
縮小の傾向が見られます。したがって、時として、相手地区ならびに学生の事情により派遣・受入が一方的に中止される可能性があることをご理解
下さい。このことは必ず、応募学生ならびに保護者に対しても事前にお話し下さい。相手国からのビザが発給されるまでは、あくまでも派遣「候補」
学生です。

⑦ 派遣候補学生・保護者・推薦クラブ担当者は、当地区青少年交換委員会が実施するオリエンテーションに出席することが義務づけられます。
⑧ 交換学生の募集・選考・派遣・受入は年度をはさみます。現年度及び次年度のクラブ会長・幹事・青少年交換担当者をはじめ、関係者の皆様のご理解
とご協力をよろしくお願い致します。

【問い合わせ･応募書類請求･送付先】
国際ロータリー第２５１０地区青少年交換委員会事務局

〒００１－００２０　札幌市北区北２０条西４丁目２－１７　北陽ビル３階301
TEL:011-729-2510　FAX:011-729-2512  Email：d-2510yec@lemon.plala.or.jp

(不在の場合)渡邊委員長携帯　090-3114-1710
執務時間：月・水・金 １０：００～１５：００
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　以下の提案は一つの例でございますが、クラブのご事情に応じて最もふさわしい方法を一つ或

いは複数でもご選択いただき、支援の輪の中に入っていただければ幸いでございます。

（そらぷちキッズキャンプのホームページ　http://www.solaputi.jp/）

■ 支援選択内容
　  １.クラブ、会員とそのご家族、さらに社員の方、友人・知人への啓発活動。

　　　（この際、必要なチラシやポスターなどは地区で用意します）

　　　全国のドラックストアに置かれる募金箱へ、リトルドロップの推進とロータリーのネットワーク

　　  を使って募金の啓発活動。

　  ２.ロータリーのネットワークを用いて地区を越えて関係者へ協力のお願い。

　  ３.クラブ例会やさまざまな活動の場に募金箱を置き、自主的な小口募金の実行。

　  ４.ロータリアンのご家庭、企業に募金箱を置き、一般の方々からもご協力のお願い。

　  ５.直接「そらぷちキッズキャンプ」の維持会員としてご登録いただく方法。

　　  （その場合は直接キャンプ側と交渉することになります）

　  ６.「そらぷちキッズキャンプ」へのボランティア登録（実際にキャンプ場に出向く）

　  ７.クラブ独自で企画し、直接「キャンプ」側に支援金を送金する方法。

　  ８.その他クラブご自身が考えられるご自由な方法。

　  ９.関心はあるが当面事情により支援計画を見送る。

■ 支援の方法と経過(実施される場合)　　
　  １.募金箱は各クラブでご自由な製作のお願い。

　  ２.募金箱は回収のお願いをするまで管理していただく。

　  ３.チラシは地区で作成する。(PDFで供給するチラシをクラブで増刷いただきたい)

　  ４.予定では活動計画の内容と進捗については、11月と5月にお伺いする。

　  ５.この任を地区社会奉仕委員会（阪崎健治朗委員長）に委託する。

　  ６.振込みなどの方法や詳細については後日連絡させていただく。

■ 今後の連絡
　  １.情報のご依頼やご報告はできるだけメールをご活用いただきたいと思います。

　　  必要に応じて、地区社会奉仕委員会がクラブにお尋ねする場合がございます。

　  ２.まず地区に支援法の選択のご一報いただきますが、書式は後日送付します。

      　お問い合わせがあれば、

　　　  そらぷちキッズキャンプ関連メール　　 rid2510sskc@rotary.gr.jp 

　  ３.何かご質問があれば、

　　  地区社会奉仕委員長　阪崎健治朗　　　qqw88e59@ceres.ocn.ne.jp 

　　  電話:090-2813-2343　ご質問へのご助言をさせていただきます。

「そらぷちキッズキャンプ」への支援の方策（会長資料）
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（札幌あけぼのRC）
みうら　えいいち ほんま　こうひろ みちはた　たかし えびすたに　ゆきお のぐち　とおる

くしだ　しゅういち ひらむかい　みつる たけだ　ひろき おおいわ　ひとし はやし　ひろゆき

■ 入　　会／7月1日
■ 職業分類／内装工事

例会日・例会時間・例会場の変更等について

新会員の紹介

江 別 Ｒ Ｃ ９月２４日㈭　休会

苫小牧北ＲＣ ９月２9日㈫　移動夜間例会　18:00～　場所:金剛園

岩見沢東ＲＣ

９月２２日㈫　休会
９月２９日㈫の例会を下記に変更
９月２３日㈬　第１２回岩見沢東ＲＣ杯争奪少年サッカー大会　９：００～
　　　　　　場所：岡山スポーツフィールド

当 別 Ｒ Ｃ
９月  ８日㈫　移動例会｢職場訪問｣　１２：３０～　場所：ふれあいサロン
９月２２日㈫　休会
９月２９日㈫　移動夜間例会（時間・場所等未定）

室 蘭 Ｒ Ｃ
９月  ３日㈭の例会を下記に変更
９月  ５日㈯　移動例会｢ぽっぽらん公園イベント｣　９：００～　場所：羅針盤事務所
９月１７日㈭　夜間例会　１８：００～　場所：室蘭プリンスホテル

室 蘭 東 ＲＣ
９月１３日㈰　家族同伴野外例会
９月１６日㈬　振替休会
９月２３日㈬　休会

室 蘭 北 ＲＣ
９月２２日㈫　休会
９月２７日㈰　移動家族例会
９月２９日㈫　夜間例会　１８：３０～　場所：ホテルサンルート室蘭

三浦　永一
（羽幌RC）

（敬称略）

■ 入　　会／7月2日
■ 職業分類／副町長

本間　幸弘
（羽幌RC）

■ 入　　会／7月2日
■ 職業分類／塗装業

道端　孝
（滝川RC）

■ 入　　会／7月2日
■ 職業分類／旅行業

戎谷　侑男
（室蘭北RC）

■ 入　　会／7月7日
■ 職業分類／大学経営

野口　徹

（芦別RC）

■ 入　　会／7月9日
■ 職業分類／土石製品製造業

櫛田　秀一
（羽幌RC）

■ 入　　会／7月16日
■ 職業分類／砂利運搬業

平向　満
（羽幌RC）

■ 入　　会／7月23日
■ 職業分類／自動車整備業

武田　弘樹
（苫小牧RC）

■ 入　　会／7月24日
■ 職業分類／私立総合病院

大岩　均
（苫小牧RC）

■ 入　　会／8月7日
■ 職業分類／電力供給

林　宏行
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　2012～2013年度地区ガバナー･ノミニー候補者として適格な会員があり、地区ガバナー指名委員会
の審議を希望する地区内クラブは、12月１日必着にて、地区ガバナー指名委員長（地区ガバナー事務所
気付）宛、文書（書式任意）をもってご推薦下さい。
　なお、地区ガバナー・ノミニー資格条件については、国際ロータリー細則第15条第７節１項～５項及び
第８節の資格条件に適していることを要します。
　　　　　　　　　　　　　　　〔参考〕国際ロータリー細則第13条（ガバナーの指名と選挙）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2510地区 地区ガバナー指名委員会規定

2012～2013年度　ガバナー･ノミニー候補者推薦のお願い

2009年9月のロータリーレート　1ドル=94円

利　
　

用　
　

方　
　

法

ガバナー月信より

（263号）

文庫 通信
◆ロータリーの綱領について

書　　名 著者／出版社 発行年 ページ

豊田章二（D.2670 月信） 2009 2P ※

◆『奉仕の理想』に関する一考察 岩渕　均（D.2770 月信） 2009 3P ※

◆なぜ決議23-34が重要なのか 山崎淳一（D.2830 月信） 2009 2P ※

◆ゴール無きロータリーの行方（年表的考察） 諏訪昭登（D.2710 月信） 2009 4P ※

◆日本における正三の“職業倫理観”と
　ロータリーの“職業奉仕” 綱木保利（D.2510 月信） 2009 2P ※

◆ロータリアンの誇りと自覚（責任） 伊藤政一（D.2800 月信） 2009 2P ※

◆DLP（District Leadership Plan）に関して 服部芳樹（D.2630 月信） 2009 2P ※
※ デジタル化した資料

ロータリー文庫 〒105-0011  東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3F http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館／午前10時～午後5時　休館／土・日・祝祭日TEL（03）3433-6456　FAX（03）3459-7506

文庫資料は自由に閲覧できますが、電話や書信によるお問合
せも承ります。お問合せは間接では要領を得ない場合があり
ますので、なるべくご本人から直接お願い致します。
  文庫資料をご希望の場合は
・発行先に在庫のある資料については、発行先をご紹介致し
ます。

・絶版のものは実費（1枚20円＋送料）でコピーサービスを致
します。一部PDFで閲覧できます。

・重複資料はご希望により無料進呈致します。
・ビデオテープは有料でダビングを致します。
  貸　出　し
・視聴覚資料（スライド・フィルム）は予約制（申し込み用紙有）
　で貸出し致します。

  登録資料の紹介
・「資料目録」をクラブ事務所に備付用としてお送りしてありま
すので、ご利用願います。「目録」をご希望の場合はお申し
込みください。

・「ガバナー月信」に「文庫通信」欄を設けさせて頂き、皆様の
ご参考になるような資料の紹介を致しております。

・「ホームページ」を開設しております。分類別に検索可能です。
  ご　寄　贈
・個人の著作、クラブ発行のもの、地区発行のもの等々、いず
れも内外を問わずロータリーに関する資料をご寄贈願いま
す。文庫に保存して皆様のお役に立てさせて頂きます。

地区ガバナー　渡　邉　恭　久
地区ガバナー指名委員長　丸　山　淳　士
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ロータリー財団へのご協力に感謝申し上げます

米山記念奨学会へのご協力に感謝申し上げます

マルチプル･ポール･ハリス･フェロー 蘭　越ＲＣ　志比川　武　会員（１回）　７月３１日

札幌西ＲＣ　森谷　明弘　会員（７回）　７月２８日

苫小牧ＲＣ　佐藤　俊生　会員（２回）　７月２７日

米山功労者　
札　幌ＲＣ　中田　輝夫　会員（  ２回）　７月１４日

札幌北ＲＣ　竹原　　巖　会員（１０回）　７月１５日

地区カレンダー（9月・10月）
9月  新世代のための月間

1 公式訪問(千歳セントラルRC)㈫ 1㈭
2 公式訪問(栗沢RC)㈬ 2 地区大会記念ゴルフ大会(砂川)㈮
3㈭ 3 2009-10年度地区大会(滝川)㈯
4 ～5㈯第10回ロータリー日韓親善会議(ソウル)㈮ 4 2009-10年度地区大会(滝川)㈰
5 ～６㈰地区野球大会(静内)㈯ 5㈪
6㈰ 6㈫
7 公式訪問(蘭越RC)㈪ 7㈬
8 公式訪問(小樽RC)㈫ 8 公式訪問(千歳RC)㈭
9 公式訪問(倶知安RC､余市RC)㈬ 9 公式訪問(洞爺湖RC)㈮
10 公式訪問(岩内RC)㈭ 10㈯

11
～12㈯
第１回ガバナー･エレクト研修セミナー(東京)
公式訪問(札幌あけぼのRC)

㈮
11㈰
12 体育の日㈪

12 札幌幌南ローターアクトクラブ創立35周年記念式典(札幌)㈯ 13 公式訪問(伊達RC､室蘭北RC)㈫
13㈰ 14 公式訪問(室蘭東RC､登別RC)

第1ゾーン各地区増強委員会議（仙台）㈬
14㈪

15 公式訪問(室蘭RC)㈭15 公式訪問(札幌清田RC､札幌セントラルRC)㈫
16㈮

16
公式訪問(札幌RC)
識学率向上セミナー（尼崎）㈬ 17 第12グループＩＭ㈯

17 公式訪問(江別RC)㈭ 18㈰
18 ロータリーの友 ゾーン会議(東京)㈮ 19㈪
19㈯ 20 公式訪問(深川RC､妹背牛RC)㈫
20 地区大会記念囲碁大会(札幌)㈰ 21 公式訪問(小平RC､羽幌RC､留萌RC)㈬
21 敬老の日㈪ 22㈭
22 国民の休日㈫ 23㈮
23 秋分の日㈬ 24 函館ＲＣ創立75周年記念式典(函館)㈯
24㈭ 25㈰
25㈮ 26 公式訪問(栗山RC)㈪
26㈯ 27 公式訪問(白老RC､苫小牧北RC)㈫
27 2010-11年度地区研修リーダーセミナー(東京)㈰ 28㈬
28㈪ 29 公式訪問(岩見沢RC)㈭
29 七飯RC創立40周年記念式典㈫ 30㈮
30㈬ 31㈯

10月  職業奉仕月間・米山月間
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出席率・会員数

7月出席率・会員増減数
クラブ数 73クラブ

グ
ル
ー
プ

例
会
数

クラブ名

深 川
羽 幌
妹 背 牛
小 平
留 萌
小　　計

会 員 数
出席率

3

1

4
4
3
4

32
09.07.01 09.07.31 増減 内女性

09.07.01 09.07.31 増減 内女性

45
9
11
41
138

33
49
9
11
43
145

1
4
0
0
2
7

2 91.42
1
0
0
1
4

79.69
88.89
81.82
90.47
86.46

グ
ル
ー
プ

例
会
数

ク ラ ブ 名

千 歳
千歳セントラル
恵 庭
北 広 島
長 沼
由 仁

会 員 数
出席率

5

7

4
4
4
3
5

57
37
35
16
20
11

58
38
38
16
20
11

1
1
3
0
0
0

3 77.60
2
1
0
3
1

74.30
94.97
90.63
75.00
78.00

小　　計 176 181 5 10 81.75

伊 達
室 蘭
室 蘭 東
室 蘭 北
登 別
洞 爺 湖

4

9

4
5
4
5
5

55
41
36
35
31
7

55
44
39
36
31
7

0
3
3
1
0
0

0 76.36
0
0
2
1
0

91.28
83.58
94.40
83.87
91.40

小　　計 205 212 7 3 86.82
函 館
函 館 亀 田

森
七 飯
長 万 部
函館セントラル

5

10

3
4
4
4
4

83
42
34
17
9
31

85
42
38
17
9
31

2
0
4
0
0
0

0 81.26
2
0
0
0
1

96.67
73.68
73.50
88.80
66.94

小　　計 216 222 6 3 80.14
江 差
函館五稜郭
函 館 東
函 館 北
北 斗
松 前

4

11

5
4
5
5
2

18
55
43
28
17
5

18
55
44
30
17
6

0
0
1
2
0
1

2 83.00
0
4
0
1
0

99.22
86.78
90.00
69.40
40.00

小　　計 166 170 4 7 78.07
白 老
苫 小 牧
苫 小 牧 東
苫 小 牧 北
小　　計

合 計

4

12
5
4
4

28
48
27
29
132
2,700

28
48
28
30
134
2,764

0
0
1
1
2
64

0 77.80
2
2
2
6

102

82.61
92.85
96.46
87.43
86.45

え り も
三 石
様 似
静 内
浦 河

8

4
3
4
5
4

21
15
22
70
36

22
15
22
72
36

1
0
0
2
0

0
1
1
1
2

89.77
93.33
76.10
81.00
74.31

小　　計 164 167 3 5 82.90

赤 平
芦 別
砂 川
滝 川
小　　計

4

2

3

4

4
5
5

29
37
55
96
217

30
37
55
96
218

1
0
0
0
1

1 88.40
0
0
2
3

84.46
96.00
75.00
85.97
91.85

小　　計 297 301 4 11 89.76

美 唄
江 別
江 別 西
岩 見 沢
岩 見 沢 東

5
5

4
5
4

33
34
30
85
33

34
33

30
86
35

0
0
0
1
2

0
1
3
0
4

87.65
83.33
96.67
85.70

栗 沢
栗 山
当 別

5
3
4

24
27
31

24
28
31

0
1
0

1
2
0

98.18
96.05
78.66

小　　計 359 375 16 21 92.92

札 幌
札幌あけぼの
札幌はまなす
札 幌 北
札幌モーニング

5
5
4
3
5

102
13
19
43
51

117
14
19
43
51

15
1
0
0
0

0 97.51
1
4
5
0

100.00
89.47
96.83
81.47

札 幌 西
札 幌 西 北
札 幌 手 稲

4
5
4

58
40
33

58
40
33

0
0
0

4
5
2

92.75
97.42
87.88

5

小　　計 358 363 5 19 94.49

札 幌 東
札 幌 清 田
札 幌 幌 南
札幌真駒内
札 幌 南

5
4
5
5
3

118
18
61
31
80

120
18
63
31
80

2
0
2
0
0

0 98.41
4
0
3
0

95.00
100.00
100.00
98.75

札幌大通公園
札幌セントラル
新 札 幌

3
4
5

12
10
28

13
10
28

1
0
0

4
6
2

92.10
82.50
89.17

6

岩 内
倶 知 安
小 樽
小 樽 南
小 樽 銭 函

4
5
4
5
5

19
40
65
76
22

21
40
67
76
22

2
0
2
0
0

0 78.95
4
0
1
2

77.00
88.84
86.93
72.00

蘭 越
余 市
小　　計

3
5

9
41
272

9
41
276

0
0
4

0
3
10

100.00
89.00
84.67

期首会員数 2,700人
当月末会員数（女性） 2,764人（102人）
増加会員数 64人
当月平均出席率 86.45%




